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我
ら
が
母
校
で
あ
る
明
治
大
学

は
、
明
治
14
年
に
明
治
法
律
学
校

と
し
て
創
立
さ
れ
て
以
来
、
今
年

で
134
周
年
を
迎
え
た
。
明
大
広
報

課
に
よ
る
と
、校
友
（
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
）

は
今
年
４
月
現
在
、
全
国
で
52
万

７
５
５
６
人
に
上
り
、
こ
の
う
ち
住

所
が
判
明
し
て
い
る
校
友
は
32
万

７
５
９
６
人
を
数
え
る
。

　
本
県
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
住
所

が
判
明
し
て
い
る
校
友
は
１
７
７
６

人
で
あ
る
。

　
明
大
関
連
の
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
校
友
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
の
「
秋
田
県
支
部
会
報
」
は
、

全
国
校
友
秋
田
大
会
が
秋
田
市
で

開
か
れ
た
平
成
20
年
の
第
24
号
か

ら
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
た
が
、

今
回
装
い
も
新
た
に
７
年
ぶ
り
に

発
行
し
た
。モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー

に
し
て
の
再
出
発
で
も
あ
る
。

交
流
の
輪
を
広
げ
た
い

交
流
の
輪
を
広
げ
た
い  

──  

支
部
会
報
、７
年
ぶ
り
発
行

支
部
会
報
、７
年
ぶ
り
発
行

　
昨
年
７
月
の
支
部
総
会
に
て

支
部
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
回
、
し
ば
ら
く
中
断
し
て

い
ま
し
た
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
会
報
を
皆
様
に
送
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
の
近

況
、
そ
の
他
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

暫
時
、
母
校
に
想
い
を
馳
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
支
部
総
会
で
も
お
話
し
ま
し

た
が
、
明
治
大
学
は
い
ま
隆
盛

期
に
あ
る
こ
と
は
、
大
学
関
係

者
の
み
な
ら
ず
、
誰
も
が
認
め

て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
学
を
支

え
、
ま
た
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

校
友
会
或
い
は
父
母
会
も
活
動
し

て
い
る
わ
け
で
す
が
、
将
来
的
に

は
少
子
高
齢
化
問
題
が
あ
り
、
志

望
者
や
入
学
者
数
の
減
少
傾
向
に

よ
り
校
友
も
減
少
、
特
に
地
方
か

ら
の
入
学
者
数
が
減
少
す
る
と
い

う
こ
と
で
大
学
関
係
者
は
危
機
感

を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
校
友
と
し
て
も
、
地
方
か

ら
の
入
学
者
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
講
演
活
動
な
ど
に
よ

る
支
部
と
の
交
流
の
強
化
、
地
方

学
生
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
な
ど

の
設
立
、
ま
た
全
国
の
父
母
会
と

の
交
流
な
ど
に
よ
り
大
学
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
往
年
の
よ
う
な
地
方

学
生
の
多
い
明
治
大
学
に
な
れ

ば
、
と
考
え
て
お
り
、
校
友
会

秋
田
県
支
部
と
し
て
も
大
学
と

の
連
携
を
強
め
な
が
ら
秋
田
県

支
部
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
校
友

の
皆
様
の
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
明
治
は
校
友
会
活
動
が
活
発

で
あ
り
、
そ
の
最
た
る
も
の
が

全
国
校
友
大
会
で
あ
り
ま
す
。

全
国
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
、

約
１
０
０
０
人
前
後
の
校
友
が

一
堂
に
会
し
て
「
お
ゝ
明
治
」
の

校
歌
を
合
唱
す
る
の
は
実
に
壮

観
で
す
。

　
こ
の
他
に
校
友
会
秋
田
県
支

部
で
は
数
年
間
隔
で
マ
ン
ド
リ

ン
演
奏
会
や
教
授
に
よ
る
学
術

的
な
講
演
、
六
大
学
の
交
流
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
な
ど
も
従
前
か
ら

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
会
報
が
途
絶
え
た
７
年
の
間
に
、

秋
田
県
支
部
で
も
い
ろ
い
ろ
な
動

き
が
あ
っ
た
。
平
成
20
年
当
時
、

秋
田
県
支
部
の
ト
ッ
プ
と
し
て
全

国
校
友
秋
田
大
会
を
成
功
に
導
い

た
蒔
苗
昭
三
郎
氏
は
25
年
に
國
安

教
善
氏
に
支
部
長
職
を
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
た
。
し
か
し
國
安
支
部

長
は
昨
年
５
月
、
現
職
の
支
部
長

の
ま
ま
無
念
に
も
他
界
。
残
任
期

間
を
長
門
靖
彦
氏
（
昭
和
40
年
・

経
営
卒
）
が
務
め
た
後
、
昨
年
７

月
の
総
会
で
加
賀
勝
己
氏
（
弁
護

士
、
昭
和
40
年
・
法
卒
）
が
新
支

部
長
に
選
出
さ
れ
、
新
た
な
執
行

部
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

（
役
員
名
簿
は
２
面
に
掲
載
）

　
加
賀
支
部
長
に
な
っ
て
２
年
目

と
な
る
27
年
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
秋
田
県

内
に
在
住
す
る
校
友
同
士
の
心
か

ら
の
交
流
の
実
現
を
大
き
な
目
標

と
し
て
お
り
、
こ
の
会
報
の
発
行

も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

　
ど
こ
に
、
ど
ん
な
校
友
が
い
る

の
か
、
一
般
に
は
よ
く
分
か
ら
な

い
の
が
現
状
だ
。
横
の
連
絡
を
と

ろ
う
に
も
、
な
か
な
か
と
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
役
員
会
で
も
、
こ
う

し
た
も
ど
か
し
さ
が
話
題
と
な
り
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
厳
し

い
時
代
背
景
は
あ
る
も
の
の
、
秋

田
県
支
部
の
校
友
名
簿
を
作
成
で

き
な
い
か
、
今
後
の
検
討
課
題
に

し
て
い
る
。
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地
方
学
生
の
多
い
明
治
に

　
　
　
　
　

明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

支
部
長　

 

加　

賀　

勝　

己
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明
治
大
学
校
友
会
秋
田
県
支
部

の
２
０
１
５
年
度
総
会
が
７
月
11

日
、
秋
田
市
の
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
＝
写
真
。

　
総
会
に
は

県
内
の
校
友

ら
53
人
が
出

席
。
校
歌
斉

唱
に
続
き
、

来
賓
の
鎌
倉

行
男
・
明
治

大
学
理
事
、
山
口
柾
義
・
明
治
大

学
校
友
会
副
会
長
、
田
部
井
茂
・

明
治
大
学
経
営
企
画
部
長
の
３
人

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
加
賀
勝
己

支
部
長
は
「
明
治
大
学
の
立
派
な

建
物
を
見
て
感
じ
た
の
は
、
い
く

つ
か
の
大
学
が
他
へ
移
っ
た
中
で
、

明
治
大
学
は
駿
河
台
に
残
っ
て
よ

か
っ
た
な
あ
、
と
い
う
思
い
だ
。
も

ち
ろ
ん
校
舎
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
が
選
ぶ
大
学
で
も
明
治

が
ト
ッ
プ
。受
験
生
の
人
気
も
ト
ッ

プ
。
素
晴
ら
し
い
発
展
だ
と
思
う
」

と
述
べ
な
が
ら
、「
秋
田
県
支
部

も
校
友
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

母
校
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
思

う
。
皆
さ
ん
、よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す
」

と
呼
び
掛
け
た
。

　
続
い
て
来
賓

の
鎌
倉
理
事
は

「
私
が
明
治
大

学
の
事
業
部
長

時
代
に
全
国
校

友
大
会
が
秋
田

県
支
部
で
行
わ

れ
た
。
そ
の
際
、

私
が
最
初
に
こ

の
地
を
訪
れ
、
大
変
な
お
も
て
な

し
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
」

と
回
想
し
た
後
、
大
学
の
現
状
を

説
明
。
ま
た
青
森
市
在
住
の
山
口

副
会
長
は
「
私
は
青
森
か
ら
５
回

連
続
、
秋
田
県
支
部
総
会
に
お
邪

相談役 太田平八郎 （昭和28年・法卒）
長山　　譲 （同　30年・法卒）
小畑　伸一 （同　30年・政経卒）
大城　石基 （同　30年・法卒）

支部長 加賀　勝己 （同　40年・法卒）
副支部長 大津　勝召（同　43年・法卒）

沢田　祐治 （同　43年・商卒）
木村　　了（同　44年・政経卒）
進藤　勝美（同　54年・商卒）
瀬下　和夫 （同　56年・文卒）
山崎　義裕 （同　56年・工卒）

幹事長 大坂　良宏（同　52年・経営卒）
副幹事長 猿田五知夫 （同　55年・政経卒）

秋田県支部役員（2014―2015年度） 監査委員 大渕　宏見 （同　54年・商卒）
大友　　聡（同　57年・政経卒）

幹事 辻　　昭夫 （同　32年・経営卒）
渡辺　一男（同　32年・政経卒）
朝倉　　健 （同　32年・工卒）
遠藤　欽一（同　35年・法卒）
鶴田　悟一 （同　37年・経営卒）
打川　　猛 （同　39年・農卒）
木村　友勝 （同　39年・農卒）
長門　靖彦 （同　40年・経営卒）
菅原　道雄 （同　44年・経営卒）
伊藤　　守（同　48年・法卒）
宮田　正一 （同　49年・農卒）
松尾由美子 （同　49年・文卒）

幹事 鶴田　有司 （同　50年・経営卒）
大地　　進（同　52年・政経卒）
桜庭　　誠（同　56年・工卒）
新出　康史 （同　60年・政経卒）
福田　家久 （同　60年・法卒）
浅野目　至 （同　60年・法卒）
工藤　千里 （同　61年・法卒）
村井　成人 （同62年・法卒）
大関　　衛 （平成 4年・政経卒）

事務局長 金子　敬司（同　4年・経営卒）
事務局次長 三浦　正博 （昭和62年・商卒）
代議員 加賀　勝己 （支部長）

木村　　了（副支部長）
木村　友勝 （幹事）

校
友
の
き
ず
な
深
め
る

懇
親
会
で
は
笑
顔
の
輪

秋
田
市
で
支
部
総
会

収支計算書（自  2014年4月1日　至  2015年3月31日）� （単位：円）
収入の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 本部より助成金収入
1　支部総会開催通知費 100,000 161,200 61,200
2　支部総会会場費 150,000 153,200 3,200
3　支部運営助成金 218,000 218,000 0

Ⅱ 支部会費収入 450,000 429,000 -21,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 318,000 18,000
Ⅳ 事業収入 0 0 0
Ⅴ 寄付金収入 50,000 70,000 20,000
Ⅵ 特別寄付金収入 0 0 0
Ⅶ 果実収入 300 24,702 24,402
Ⅷ 広報費 0 0 0
Ⅸ 雑収入 0 0 0
Ⅹ 基金取崩収入 0 0 0
収入合計 1,268,300 1,374,102 105,802
前年度繰越収支差額 3,819,742 3,819,742 0

合　計 5,088,042 5,193,844 105,802
支出の部 予算額 決算額 差額

Ⅰ 事業費
1　学生表彰費 0 0 0
2　学生団体助成金 30,000 20,108 -9,892
3　地域支部交流費 100,000 0 -100,000
4　その他事業費 0 117,800 117,800

Ⅱ 広報費 0
1　支部会報発行費 300,000 0 -300,000
2　広報関係費 100,000 0 -100,000

Ⅲ 組織費 0
1　地域支部助成金 500,000 0 -500,000
運営費 0
1　会議費 0
(1) 支部総会費 600,000 649,584 49,584
(2) 役員会費 100,000 102,420 2,420
(3) 監査委員会費 10,000 0 -10,000
(4) 委員会費 20,000 0 -20,000
(5) 業務費 50,000 32,166 -17,834
2　事務費 40,000 40,000 0
3　慶弔費 200,000 171,754 -28,246

Ⅳ 積立金 0 24,270 24,270
予備費 0 0
支出合計 2,050,000 1,158,102 -891,898
当年度収支差額 -781,700 216,000 997,700
次年度繰越額 3,038,042 4,035,742 997,700

合　計 5,088,042 5,193,844 105,802

収支予算書（自  2015年4月1日　至  2016年3月31日）� （単位：円）

収入の部 予算額 支出の部 予算額

Ⅰ 本部より助成金収入 Ⅰ 事業費
1　支部総会開催通知費 150,000 1　学生表彰費 0
2　支部総会会場費 150,000 2　学生団体助成金 30,000
3　支部運営助成金 218,000 3　地域支部交流費 100,000

Ⅱ 支部会費収入 420,000 4　その他事業費 170,000
Ⅲ 総会費収入 300,000 Ⅱ 広報費
Ⅳ 事業収入 0 1　支部会報発行費 300,000
Ⅴ 寄付金収入 50,000 2　広報関係費 100,000
Ⅵ 果実収入 300 Ⅲ 組織費
Ⅶ 雑収入 0 1　地域支部助成金 0

0 Ⅳ 運営費
0 1　会議費
0 (1) 支部総会費 600,000

(2) 役員会費 100,000
(3) 監査委員会費 10,000
(4) 委員会費 20,000
(5) 業務費 50,000
2　事務費 40,000
3　慶弔費 50,000

Ⅴ 積立金 0
Ⅵ 予備費 0

収入合計 1,288,300 支出合計 1,570,000
当年度収支差額 -281,700

前年度繰越収支差額 4,035,742 次年度繰越額 3,754,042
合　計 5,324,042 合　計 5,324,042
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魔
し
て
い
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
、

校
友
会
の
状
況
を
報
告
し
た
。

　
総
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は

２
０
１
４
年
度
の
会
務
報
告
と
決

算
報
告
、
２
０
１
５
年
度
の
事
業

計
画
案
と
予
算
案
。
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
し
た
。

　

鎌
倉
行
男
氏（
明
治
大
学
理
事
）

＝
明
治
大
学
で
は
留
学
生
を
10
年

間
で
４
０
０
０
人
受
け
入
れ
、
逆

に
大
学
か
ら
海
外
に
出
す
学
生
も

同
じ
４
０
０
０
人
、
計
８
０
０
０

人
の
留
学
計
画
を
立
て
て
い
る
。

現
在
、
外
国
か
ら
の
留
学
生
は

２
０
１
４
年
度
で
１
１
８
７
人
受

け
入
れ
、
日
本
か
ら
海
外
へ
留
学

す
る
学
生
は
２
０
１
３
年
度
で

１
０
０
７
人
に
上
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
最
近
の
研
究
で
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
メ
タ
ン
・
ハ
イ

ド
レ
ー
ド
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
燃
え

る
氷
」
の
こ
と
で
、
化
石
燃
料
に

続
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
研
究

を
進
め
て
い
る
。

　
一
方
、
一
般
入
試
で
は
、
今
年

の
志
願
者
は
10
万
５
７
０
２
人
と

な
り
、
９
年
連
続
で
10
万
人
を
超

え
た
。近
畿
大
学
に
は
及
ば
な
か
っ

た
も
の
の
、
２
番
目
の
人
気
だ
っ

た
。
来
年
か
ら
は
ウ
ェ
ブ
上
で
も

志
願
者
を
募
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
に
開
設
し
た
中
野

キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
万
６
０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
14
階
建
て

の
建
物
が
立
ち
、リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー

は
今
年
で
17
年
目
を
迎
え
た
。
和

泉
校
舎
の
近
く
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

社
宅
も
購
入
し
、
留
学
生
の
宿
舎

に
す
る
予
定
。
こ
の
よ
う
に
施
設

整
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
こ

れ
も
校
友
の
皆
さ
ま
の
お
蔭
で
あ

り
、
感
謝
し
て
い
る
。

　

山
口
柾
義
氏
（
明
治
大
学
校
友

会
副
会
長
）
＝
校
友
会
の
状
況
を

説
明
す
る
と
、
向
殿
政
男
会
長
が

就
任
し
て
６
年
、
私
も
副
会
長
に

な
っ
て
６
年
に
な
っ
た
。
校
友
は

全
国
で
52
〜
53
万
人
に
上
り
、
住

所
が
分
か
っ
て
い
る
人
は
約
33
万

人
に
な
る
。
こ
の
う
ち
終
身
会
費

を
払
っ
て
い
る
人
は
半
分
だ
。
向

殿
会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
「
明
治

は
一
つ
」
を
合
言
葉
に
、
校
友
も

職
員
も
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

学
校
の
発
展
に
努
め
よ
う
と
や
っ

て
き
た
。
今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
も
う
一
つ
、
海
外
の
紫
紺
会
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。
現
在
、
上
海

や
タ
イ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ど
16

カ
所
に
紫
紺
会
を
つ
く
る
ま
で
に

な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
今
年
か
ら
、
地
方
出

身
者
を
対
象
と
す
る
奨
学
金
制
度

を
始
め
た
。
毎
年
20
人
に
出
す
計

画
だ
。
今
年
は
東
北
か
ら
５
人
、

う
ち
秋
田
県
か
ら
は
１
人
が
採
用

さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

総
会
で
の
来
賓
発
言（
要
旨
）

◆
明
治
大
学
校
友
・
羽
田
圭
介
氏

（
２
０
０
８
年
商
学
部
卒
業
）
が
、

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
」

で
芥
川
賞
を
受
賞
＝
第
153
回
芥
川

賞
（
日
本
文
学
振
興
会
主
催
）
の

選
考
会
が
７
月
16
日
に
行
わ
れ
、

本
学
校
友
・
羽
田
圭
介
氏
の
「
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
」
が

受
賞
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
羽
田
氏
は
１
９
８
５
年
東
京
都

生
ま
れ
。
明
治
大
学
付
属
明
治
高

等
学
校
在
学
中
の
２
０
０
３
年
に

「
黒
冷
水
」
で
第
40
回
文
藝
賞
を

受
賞
。
２
０
０
８
年
明
治
大
学
商

学
部
卒
業
。
芥
川
賞
に
は
「
走
ル
」

（
２
０
０
８
年
・
第
139
回
）、「
ミ
ー

ト
・
ザ
・
ビ
ー
ト
」（
２
０
１
０
年
・

第
142
回
）、「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
シ
ス
」

（
２
０
１
４
年
・
第
151
回
）
が
候
補

作
品
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
４
回

目
の
候
補
作
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
」
で
受
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

◆
進
学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
「
志
願

し
た
い
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、

明
治
大
学
が
７
年
連
続
の
関
東
エ

リ
ア
１
位
＝
リ
ク
ル
ー
ト
進
学
総

研
が
７
月
16
日
に
発
表
し
た
「
進

学
ブ
ラ
ン
ド
力
調
査
２
０
１
５
」

の
関
東
エ
リ
ア「
志
願
し
た
い
大
学
」

で
、
明
治
大
学
が
７
年
連
続
で
１

位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
調
査
は
、
リ
ク
ル
ー
ト
進
学

総
研
が
関
東
・
東
海
・
関
西
の
高

校
３
年
生
７
万
４
千
人
を
対
象
に

実
施
し
た
も
の
で
、
今
年
で
８
回

目
。
明
治
大
学
は
関
東
エ
リ
ア
の

「
志
願
し
た
い
大
学
」
の
７
年
連
続

で
の
１
位
に
選
ば
れ
、
属
性
別
の

内
訳
で
も
「
男
子
」
が
７
年
連
続

１
位
、「
女
子
」
が
３
年
連
続
１
位
、

「
理
系
」
が
４
年
連
続
１
位
（
い
ず

れ
も
関
東
エ
リ
ア
）と
な
り
ま
し
た
。

◆
向
殿
政
男
名
誉
教
授
（
校
友
会

　
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
出
席
者
の
中
で
最
年
長

な
が
ら
現
役
の
税
理
士
と
し
て
頑

張
る
相
談
役
の
太
田
平
八
郎
氏（
85
）

＝
昭
和
28
年
・
法
卒
＝
の
音
頭
で

乾
杯
、
和
や
か
な
ム
ー
ド
の
中
で

美
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
。
事
務
局

次
長
の
三
浦
正
博
氏
（
昭
和
62
年
・

商
卒
）
が
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て

考
え
た
「
第
３
回
明
治
大
学
ク
イ

ズ
選
手
権
大
会
」
も
行
わ
れ
、
三

浦
氏
の
軽
妙
な
司
会
進
行
も
あ
っ

て
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

▲鎌倉氏

▲山口氏

駿
台
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

駿
台
ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

（
明
治
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

明治大学秋田県支部
校友会の来年度総会日程
は以下の通りです。
【開催日】
平成28年７月10日（日）
【開催場所】
ホテルメトロポリタン秋田
【タイムスケジュール】
14：00〜15：30
　　講演会（一般公開）
16：00〜17：00
　　支部総会
17：00〜
　　懇親会

[秋田県支部事務局]
 〒010-0912 
 秋田市保戸野通町4-24
 金子地所㈱内  金子敬司

TEL 018-863-2761
FAX 018-823-2037
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還
暦
を
迎
え
た
２
年
前
、
久
々

に
駿
河
台
を
訪
れ
た
。
話
に
は
聞

い
て
い
た
が
、
私
が
学
生
だ
っ
た

頃
と
は
別
世
界
の
光
景
が
目
に
飛

び
込
み
、
一
瞬
た
じ
ろ
ぐ
。
あ
の

思
い
出
多
き
記
念
館
は
高
層
の
リ

バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
と
な
り
、
女
子
学

生
の
多
い
こ
と
と
い
っ
た
ら
。
懐

か
し
さ
と
寂
し
さ
が
複
雑
に
交
錯

す
る
▼
し
ゃ
れ
た
服
装
の
男
女
が

仲
睦
ま
じ
く
闊
歩
す
る
。
学
生
時

代
、
ひ
た
す
ら
ジ
ー
パ
ン
に
下
駄

履
き
で
通
し
た
身
か
ら
す
れ
ば
、

「
時
代
だ
か
ら
」
な
ん
ぞ
と
簡
単
に

は
片
づ
け
ら
れ
な
い
。
バ
ン
カ
ラ

は
も
は
や
過
去
の
遺
物
か
▼
い
や
、

そ
う
じ
ゃ
な
い
。
バ
ン
カ
ラ
の
精

神
と
は
、
表
面
の
姿
形
に
惑
わ
さ

れ
ず
に
真
理
を
追
究
す
る
こ
と
に

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
の
明

大
生
だ
っ
て
き
っ
と
同
じ
精
神
を

持
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
▼「
春

秋
に
富
む
」
と
は
、
年
が
若
く
て

将
来
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
ん
な
後
輩
を
心
か
ら
応
援
し
た

い
。
こ
の
会
報
を
手
に
す
る
の
は

人
生
の
表
裏
を
知
り
尽
く
し
た「
春

秋
高
し
」（
年
配
者
）
が
多
い
、
と

思
う
か
ら
。 （
編
集
担
当
・
大
地
）

　
２
０
１
３
年
、
春
。
こ
ま
ち

に
乗
り
込
ん
だ
私
の
期
待
に
膨

ら
む
胸
は
和
泉
校
舎
の
よ
う
に

大
き
く
、志
は
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー

よ
り
も
高
か
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
、
夏
。

あ
の
剥
い
た
ゆ
で
卵

の
よ
う
に
ま
っ
さ
ら

で
ど
こ
か
少
し
熱
を

帯
び
て
い
た
自
分
が

昨
日
の
如
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
は
流

れ
て
私
は
第
３
学
年

に
進
級
し
て
い
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と

自
由
な
時
間
の
多
く

を
意
義
の
無
い
も
の
の
た
め
に

費
や
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
。
自
省
の
意
味
も
込
め

て
、
私
が
明
治
大
学
で
の
最
後

の
学
生
生
活
で
の
経
験
を
書
き

た
い
と
思
う
。

　
２
０
１
４
年
の
２
月
、
私
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
３
国
を
バ
ッ
ク
パ
ッ

ク
一
つ
で
２
週
間
歩
き
回
っ
た
。

熱
帯
気
候
に
や
ら
れ
、
食
べ
物
に

や
ら
れ
、
言
語
の
壁
に
ぶ
ち
当
た

り
、
い
う
な
れ
ば
コ
テ
ン
パ
ン
に

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
印
象
に
残
っ

て
い
る
コ
テ
ン
パ
ン
事
件
と
し
て

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
マ
レ
ー

シ
ア
へ
の
出
国
審
査
の
際
、
こ
れ

は
も
ち
ろ
ん
自
分
の
ミ
ス
だ
が
、
所

持
金
を
分
散
さ
せ
て
盗
難
の
被
害

を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
パ
ス
ポ
ー

ト
に
1
万
円
を
挟
ん
で
い
た
。
そ

の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
職
員

に
そ
の
ま
ま
渡
し
た
と
こ
ろ
、
無

愛
想
な
彼
は
に
や
に
や
と
笑
み
を

浮
か
べ
、
ど
こ
か
見
当
違
い
の
質

問
を
始
め
た
。
結
果
的
に
私
は
1
万

円
と
い
う
大
金
を
賄
賂
と
し
て
渡

し
、
友
人
よ
り
も
早
く
出
国
審
査

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ

た
。
福
沢
諭
吉
の
し
お
り
を
失
っ

た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
て
感
じ
た
の

は
少
し
異
常
と
も
と
れ
る
日
本
の

平
和
の
有
難
味
で
あ
っ
た
。「
平
和

に
成
っ
た
」
の
平
成
生
ま
れ
の

私
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
破
壊
す

る
良
い
き
っ
か
け
と
な
る
経
験

だ
っ
た
。

　
こ
の
他
に
も
原
動
機
付
き
自

転
車
で
の
東
北
縦
断
、
レ
ン
タ

カ
ー
に
よ
る
四
国
一
周
等
、
時

間
に
余
裕
の
あ
る
学
生
に
し
か

で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
少
し

ず
つ
や
っ
て
き
て
、
人
生
の
夏

休
み
そ
の
ま
ま
の
学
生
生
活
で

あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
来
る

就
活
戦
争
に
向
け
、
新
た
に
主

体
的
に
取
り
組
む
何
か
を
見
つ

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

積
み
上
げ
て
し
ま
っ
た
雑
多
な

時
間
の
上
に
立
ち
、
今
度
こ
そ

リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
の
よ
う
な
高

い
志
を
持
っ
て
毎
日
を
過
ご
し

た
い
と
思
う
。

 

（
経
営
学
部
3
年
）

長
）
が
「
安
全
功
労
者
内
閣
総
理

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
＝
日
本
の
安

全
学
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
向

殿
政
男
名
誉
教
授
（
校
友
会
長
）

が
、
平
成
27
年
「
安
全
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま

し
た
＝
写
真
。「
国
民
安
全
の
日
」

の
７
月
１
日
、
総
理
大
臣
官
邸
に

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
向
殿
名
誉

教
授
は
安
倍
晋
三
首
相
か
ら
表
彰

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
産
業
安
全
や
交
通

安
全
な
ど
の
分
野
で
、
国
民
の
安

全
確
保
に
顕
著
な
功
績
を
挙
げ
た

者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
向
殿

名
誉
教
授
は
、
経
済
産
業
省
消
費

経
済
審
議
会
製
品
安
全
部
会
長
、

製
品
安
全
対
策
優
良
企
業
表
彰
審

査
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
製
品
安
全
に
関
す
る

制
度
・
規
格
の
制
定
に
尽
力
す
る

な
ど
、
日
本
の
製
品
安
全
の
向
上

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、「
交
通
安
全
」「
学

校
安
全
」「
産
業
安
全
」「
火
災
予

防
」の
各
分
野
別
に
、代
表
者
に
対

し
て
安
倍
首
相
か
ら
表
彰
状
が
直

接
手
渡
さ
れ
、
向

殿
名
誉
教
授
は

「
産
業
安
全
」
の

受
賞
者
を
代
表
し

て
表
彰
状
を
受
け

寄稿・投稿

編
集
後
記

編
集
後
記
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

明
大
で
の
経
験
を
糧
に

薄  

井  

雅  

哉

明
治
大
学
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
め
い
じ
ろ
う
」
で
す
。
名
前
の
由

来
は
、「
め
い
じ
」
＋
「
ふ
く
ろ
う
」。

デ
ザ
イ
ン
は
学
生
や
教
職
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
１
０
１
点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
Ｈ
19
年
３
月

に
選
ば
れ
、
産
声
を

上
げ
ま
し
た
。

ご
存
じ
で
す
か
？

取
り
ま
し
た
。


